
令和６年度 第４回大潟区地域協議会次第 

 

日時 令和 6年 8月 22日（木）午後 7時 00分から 

会場 大潟コミュニティプラザ 2階 大会議室 

 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

 

（１）研修会等の報告について 

 

 

 

４ 協議事項 

 

（１）今後の地域協議会での取組事項について           …資料№

1 

 

 

 

５ その他 

 

・次回地域協議会開催予定日       9月 19日（木） 午後  時  分  

 

 

６ 閉会 

 

 

 



・前期の地域協議会で協議した「地域の魅力の向上」の鵜の浜温泉、北國街道・潟町宿をは
じめとする大潟の歴史遺産や観光資源の魅力の発信についてを引継ぎ協議

・前期地域協議会が希望した引継ぎ事項を協議

・人魚館のＰＲ
（人魚館サポーターズクラブによる協力も行っている）

・外部の人から「大潟は面白い」と思ってもらえるイベント
（大潟でやって「面白い」と思えたらよい）

・笠原文右衛門の冊子作成

・小山作之助の偉業を語り継ぎ、大潟区が音楽のまちであることを広める

・人口増加のため取組
（大潟区という小さい規模から進めて行きたい）

・移住促進、そのためのアピール
（近隣の集落では、移住者が増えた事例もある。大潟には海や温泉など魅力がある）

・子どもの居場所づくり
（学校が終わった後、児童クラブに入れないという声を聞く）

・地域にいる高校までの間の若者を巻き込んだ活動
（一緒に活動していく場を作っていきたい）

・免許証を返納しやすい体制づくり
（車の運転が危ない高齢者もいる）

・男性高齢者の生きがいづくり
（男性高齢者は、大勢のグループや女性の輪に入りにくい。面白い要素を取り入れた取組）

・住民が困っていることを知る術を考える
（住民の方の想いを聞くためにも、アンケート等の実施）

・各団体との意見交換を実施して、出た意見を一本化して市に要望

・地域協議会の立ち位置
（どの程度発言してよいか）

地域協議会委員による意見交換会内容

内　容

【地域活性化の方向性】　地域の魅力の向上

地域協議会のあり方

【地域活性化の方向性】　福祉

【地域活性化の方向性】　まちづくり

【地域活性化の方向性】　偉人

令和6年8月22日（木）

第4回大潟区地域協議会
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